予算要求資料
平成28年度当初予算　　支出科目　款：教育費　項：保健体育費　目：学校健康教育費
	事業名　夜間定時制高等学校給食費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　教育委員会　体育健康課　学校給食係　電話番号：058-272-1111（内3592）

　　　　　　　E-mail： c17769@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　    　 2,200千円（前年度予算額：　1,930千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	1,930
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,930

	要求額
	2,200
	
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,200

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　・定時制通信制課程における在籍生徒数は、この数年安定した状況である。
　　　・家庭の事情等による有職生徒で補助を受けている生徒は、全体の約２割程度である。

　　　・有職生徒の教育の機会均等の保障及び健全な心身の発育・発達、食育の推進を図るために支援していく必要がある。

　　　・当事業の継続について、岐阜県高等学校定時制通信制教育振興会から強い要望がある。
（２）事業内容

・高等学校の夜間定時制課程等に在学する有職生徒を対象として、夜間　定時制高等学校夜食費補助事業を行う。
　※１食あたり７７円を上限とする。
（３）県負担・補助率の考え方

県10/10
（４）類似事業の有無
　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	2,200
	夜間定時制高等学校の学校給食費の補助

	合計
	　2,200
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）法令等との関係
　　　夜間課程を置く高等学校における学校給食に関する法律
　　　・第３条　夜間課程を置く高等学校の設置者は、当該高等学校において夜間学校給食が実施されるように努めなければならない。
（２）他県の状況

　　　・平成２７年度時点で、３２都道府県が補助を実施

　　　・愛知県・三重県：実施せず　　・静岡県：８０円（パン、牛乳）を補助
県単独補助金事業評価調書
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	補助事業名
	夜間定時制高等学校給食費補助金

	補助事業者（団体）
	岐阜県教育委員会　体育健康課

	補助事業の概要
	（目的）

勤労青少年の高等学校の夜間定時制課程等への修学を促進し、教育の機会均等を保証する。

（内容）

高等学校の夜間定時制課程等に在学する有職生徒を対象として、定時制高等学校夜食補助事業を行う。

	補助率等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）
・１食あたり77円を上限として補助する。

	補助効果
	・有職生徒への教育機会均等に寄与

・有職生徒の食育の推進に寄与

	終期の設定
	平成２７年度


（事業目標）
	・終期までに何をどのような状態にしたいのか

　　勤労青少年教育の重要性をかんがみ、夜間学校給食の普及と有職生徒の健全な発育・発達を図るように努め、併せて国民の食生活改善に寄与する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
(H16年度末)
	目標
(H28年度末)
	目標

(終期)

	①補助対象者見込み数
	0人
	152人
	134人


	
	H24年度
	H25年度
	H26年度
	H27年度
	H28年度

（要求）

	補助金交付実績
	3,672千円
	2,985千円
	2,018千円
	(予算額)

1,930千円
	(要求額)

2,200千円

	指標①目標
	257人
	210人
	150人
	134人
	152人

	指標①実績
	147人
	176人
	143人
	(推計値)

127人
	(推計値)

144人

	指標①達成率
	57.2％
	83.8％
	95.3％
	(推計値)
95.0％
	(推計値)
95.0％


（前年度の成果）

	　夜間学校給食を実施し、有職生徒の健全な心身の発育・発達と高等学校における食育の推進を図ることができた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　経済的に修学が困難な生徒が増加傾向にあり、補助金を増額する必要がある。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
〇
	学校給食は設置者である県が実施しなければならないことであり、有職生徒への夜間学校給食費の補助は修学の支援として必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている

△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
〇


	定時制通信制課程における在籍生徒数は、ここ数年安定した状況であり、そのうち家庭の経済事情等による有職生徒で補助を受けている生徒は、全体の２割程度である。勤労青少年の健全な発育・発達と食育の推進を図ることに寄与している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
〇
	岐阜県高等学校定時制・通信制教育振興奨励費補助事業の手引きに従い、適正に取り扱われている。


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）
　・夜間定時制高等学校に通う有職生徒たちにとって夜間学校給食は、健全な心身の発育・発達及び食育の推進を図る観点から大きなメリットがあり、各学校においても、夜間学校給食に対する補助について強い要望がある。

・夜間課程を多く高等学校における学校給食に関する法律第３条において、「夜間課程を置く高等学校の設置者は、当該高等学校において夜間学校給食学校給食実施されるように努めなければならない。」とあり、夜間学校給食を継続するにあたり、補助は必要である。

・「家庭の経済事情により働きながら学習を続けている生徒も多く在学しており、この補助金の拡充及び継続をお願いしたい。」という趣旨の要望書が岐阜県高等学校定時制通信制教育振興会より提出されている。


